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研究成果報告書（掲載期間 2020.11.1－2021.10.31） 
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(1) 井上貴寛，宮本潤示：電子ビーム励起プラズマ窒化における処理時間がトライボロジー特性に与える影響，日本ト

ライボロジー学会，トライボロジー会議 2020秋別府，2020年 11月，オンライン． 

(2) 横井崇史，宮本潤示：工具鋼のプラズマ窒化処理におけるスパッタされた Fe が窒化層に及ぼす影響，日本熱処理
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本熱処理技術協会第 11回中部支部講演大会，2021年 3月，愛知． 

(6) 石橋春菜，宮本潤示，大久保大地，後藤峰男：電子ビーム励起プラズマにおける回転式プラズマ窒化処理法の開発，

日本熱処理技術協会中部支部，日本熱処理技術協会第 11回中部支部講演大会，2021年 3月，愛知． 
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